
平成２２年度　事務事業評価シート（平成２１年度分） (単位：円）

地域福祉班 臨時 経常 臨時 経常

単独 単独 補助 単独

124,000 3,000,000

3 5 1

住民の自立復興、地域コミュニティの
崩壊防止、地域の維持発展を図る。

被災者へ見舞、弔慰を行う
災害時要援護者の台帳管理を適正
に行う。

高齢者や障がい者等、災害時の避難に支援
を要する災害時要援護者避難支援を行うこ
とで、安心して暮らせる地域をつくる。

床上浸水４世帯に対し支援金を支給

・全焼（５件）
・半焼（２件）
・床上浸水（３件）
・入院（１件）

システム導入及び端末10台設置 災害時要援護者の登録（2,280名）

自然災害により被災した者（世帯） 被災者 高齢者、障がい者等の要援護者 高齢者、障がい者等の要援護者

支援世帯数 支給世帯数 システムの導入 災害時の犠牲者数

3世帯/3世帯（100％） 10世帯/10世帯（100％） 100% －

－ 310 - 56

Ａ Ａ Ａ Ｂ

Ａ Ａ Ａ －

被害認定基準の統一
被害認定を適正に行う必要があ
る。

システム及び台帳の適正な管理を
行う必要がある。

災害時要援護者の情報収集・共有を行うと
ともに、地域での見守り・避難支援のしく
みを構築する必要がある。

災害時の住宅再建・生活再建、地域コ
ミュニティの維持のため、現状維持が
望ましい。

見舞、弔慰をするため引き続き支
給する

システムの導入は終了したため、
システム保守を行う。
（3.1.1.13で予算措置済）

災害による犠牲者を出さないため、引き続
き事業を行う。

1,000 500 147 100

標準 標準 標準 標準

- * - *

節 説　明

13 災害時要援護者支援システム導入事業委託料 7,060,200 7,060,200

19 災害被災者住宅再建支援補助金 124,000 124,000

20 災害緊急援助措置費 360,000 360,000

0

7,544,200 124,000 360,000 7,060,200 0

62,000 1,500,000

62,000 360,000 5,560,2005,982,200
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事業達成度（Ａ～Ｅ）  前前年度⇒前年度⇒今年度

目的達成度（Ａ～Ｅ）　前前年度⇒前年度⇒今年度

課題

来年度の対応

前年度事業費 (決算額)                [千円]

概
要

目的

事業概要(Ｈ21年度具体的な事業内容)

対象者

期待する事務事業成果

目標値/実績 (達成率)

事業別内訳（臨時・経常別　補助・単独別）

地域福祉課 臨時・経常

補助・単独

所属

災害救助費
事業名

補助対象基本額
款 項 目 目　名

災害時要援護者支援事業
（システム導入事業関係）

災害被災者住宅再建支援事業 災害緊急援助事業 災害時要援護者支援事業


